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1 はじめに

大学において学生は大学から配布されるシラバス等

を用いて時間割を作成しなければならない. しかし,シ
ラバスを閲覧するだけでは開講されている授業科目の

内容を把握しきれず,学生の能力に適していない授業科
目を履修してしまい,単位を取得できなかったり,授業
科目の内容を充分に理解できないことで留年したり,進
級や就職活動などに不利になると考えられる. 大学に
おける留年者数の全学生に占める割合である留年率は,
1988年度から増加傾向を示し [1],留年学生に対するサ
ポートが必要であると考えられる.
我々は,学生の得意不得意を考慮して学生の能力に適

した時間割を作成するシステムを考案,開発した. これ
により,学生の得意不得意分野を反映した時間割を作成
し,学生に効率良く学習させることで学生の留年者率の
低下や学生の授業科目の内容の理解に貢献することを

目的とする.

2 関連研究

高橋らは, フィルタリング技術を活用したシステム
Airsを構築している [2]. Airsでは学習履歴に協調フィ
ルタリングを活用することで,その学習者の特徴を推測
している. 学習者の学習履歴を用いる点では本研究と同
じであるが, 本研究では時間割を提供することができ,
大学が開講している授業科目に対して支援できる.
由谷らは,電子シラバスに現れる用語などを用いた教

養教育のカリキュラム分析を行っている [3]. 科目間の
類似度をコサイン類似度を用いることで表現している.
科目間の類似度を算出している点では本研究と同じで

あるが,本研究では科目間の類似度を用いて学生に時間
割を提供し,カリキュラムを把握できていない学生にも
科目間の繋がりを反映した時間割を提供できる.

3 提案方式

3.1 Active Syllabus[4]

本研究室では, Active Syllabusという時間割自動作成
システムを提案,開発した. Active Syllabusとは活性伝
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播モデル [5]を利用した時間割自動作成システムである.

3.2 カリキュラム分析

大学で開講されている授業科目のシラバスデータを

WEB上で公開されているシラバスから取得する. 各シ
ラバスに出現する単語を形態素解析を用いて抽出し,そ
の出現頻度により, 授業科目 ci のシラバスの文書ベク

トルを作成する. 1つの授業科目 ci に出現する単語を

tf-idfにより重み付けを行い, ci を次の様に表わした.
ci = (ωi1, ωi2, ..., ωin)
ωi,t j = t f (t j, ci)id f (t j)
id f (t j) = log(N/d f (t j))

ただし, t f (t j, c j)は授業科目シラバス ciにおける単語 t j

の出現頻度であり, N は総科目数, d f (t j)は単語 t j が 1
回以上出現する科目数である. また,名詞の数,接続,記
号, 及び形態素解析に失敗しているであろうひらがな,
カタカナ,アルファベット 1文字の単語は除外した.
本システムでは授業科目間の内容の類似度を用いて

学生の得意不得意分野を推定する. 授業科目間の内容
の類似度を算出するためにベクトル空間におけるコサ

イン類似度を用いた. コサイン類似度を用いて授業科
目間の類似度は式 (1)より算出される.

Li j =
cic j

||ci||||c j||
=
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(1)

3.3 授業科目の難易度と適性値

過去に授業科目が開講された時の不合格者数 f ailed,
履修者数 totalから授業科目の難易度 di f f icultを推定

する. 授業科目の難易度は式 (2)により定義される.

di f f icult = f ailed/total (2)

授業科目の難易度,授業科目間の類似度を用いて,授
業科目が学生に対してどれだけ向いているかを表わす

適性値 aptを定義する. 授業科目 aの適性値は式 (3),(4)
により算出される.

apta =
∑n

i=1 sim(a, is) × di f f icultis
n

− αa (3)

αa =

∑m
i=1 sim(a, i f ) × di f f iculti f

m
+ di f f iculta (4)

ここで, sim(a, i)とは授業科目 iと授業科目 aの内容の

類似度, di f f iculta とは授業科目 aの難易度である. ま
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た, di f f icultisは単位を取得している授業科目の難易度,
nはその総数. di f f iculti f は単位を落とした授業科目の

難易度, mはその総数である. 時間割作成時には式 (3),
(4)により算出された授業科目の適性値が高い授業科目
から履修する授業科目として時間割を作成する.

4 評価と考察

本システムの有効性を調べるため学生が実際に履修し

た時間割を用いて,精度 precision,誤認率misrecognition

を算出した. 精度,誤認率は式 (5), (6)により算出される.

precision =
不可科目回避数
不可の科目総数

(5)

misrecognition =
取得単位を外した数
取得単位総数

(6)

本提案 (apt)と他に作成した時間割作成手法とを精度,
誤認率で比較する. 今回比較に用いた他の時間割作成
方法とは, rand, kw, as, ds, apt+kw, apt+asの 6つの手法
である. randとは,ランダムに時間割を作成する手法で
ある. kwとは, 学生の興味のあるキーワードに関連の
強い授業科目を優先して選択する手法である. asとは,
Active Syllabusによる時間割の作成手法である. dsと
は,授業科目の難易度が低いものから順に選択する手法
である. apt+kwとは, aptと kwを合わせたものである.
aptにおける適性値と kwにおけるキーワードとの関連
度の合計が高い科目から履修科目に選択する. apt+asと
は, aptと asを合わせたものである. asで時間割を作成
する場合,初期値として kwで作成される時間割を設定
するが apt+asでは aptを初期値とする.
実験に用いたシラバスは 2009 年度のシラバスであ

る. 実験には香川大学工学部信頼性情報システム工学科
の学生 10名の 1年後期から 3年後期までの時間割を用
いた. また, randでは精度と誤認率は 10回試行を行い,
その平均を取った. また,キーワードは学生が過去に履
修した科目内で出現する単語の出現回数が多いもの上

位 20件を学生のキーワードとした. 精度と誤認率の実
験結果は表 1の様になった. 今回の考察からは, randの
結果は無視するものとする. これは, randは実行毎に結
果が異なるため,最も良い場合の時間割を学生に提供で
きるとは限らないためである.
表 1から精度では aptが最も良く, as, apt+asが最も

悪いことが分かった. また,次に精度が良い手法が dsで
あることから授業科目の難易度を学生の履修科目に考

慮すると学生は単位を落としづらくなること考えられ

る. また誤認率では as, apt+asが最も良く, aptが最も悪
いことが分かった. 精度の結果と対照的であることか
ら現在の学生は授業科目の難易度や授業科目が自分に

表 1: 精度と誤認率

精度の全体平均 誤認率の全体平均

rand 0.33 0.55

kw 0.20 0.52

as 0.18 0.42

ds 0.32 0.54

apt 0.33 0.56

apt+kw 0.25 0.53

apt+as 0.18 0.42

合っているかなどを考慮せずに時間割を作成している

と考えられる.

5 まとめ

本稿では,学生の得意不得意を考慮した時間割の自動
作成について述べた. 評価実験により,提案手法は自分
に合った授業科目を知りたい学生や単位の取得が重要

な学生にとって有効であると考えられる. 今後の課題と
して,本システムを全学部対応にすることで実験人数を
増やし,より正確な精度,誤認率を算出すること,及び精
度,誤認率をより良くするために提案手法の見直しを行
う予定である.
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